
　気仙沼市は、宮城県の北東部に位置し、東は太平
洋に面し、南は宮城県南三陸町、西は岩手県一関
市、北は岩手県陸前高田市に接しています。
　太平洋に面した沿岸域は、半島や複雑な入り江な
ど、変化に富んだリアス式海岸を形成し、気仙沼湾
は、湾口に大島を抱き、四季静穏な天然の良港と
なっています。
　このリアス式海岸特有の海岸美により、三陸復興
国立公園及び海域公園、並びに南三陸金華山国定公
園の指定を受けています。
　2021年放送のＮＨＫ連続テレビ小説「おかえり
モネ」の舞台となった気仙沼大島は、東北最大の有
人島で、気仙沼湾に浮かぶ「緑の真珠」と称えられ
ています。三陸復興国立公園の中にあり、新鮮な海
の幸と素晴らしい自然を満喫できます。柚子や椿、
牡蠣などが特産品で、島内で購入できるお土産やグ
ルメにもふんだんに使用されています。

宮城県気仙沼市
　気仙沼市観光キャラクター「海の子ホヤぼーや」
は、一般公募され、平成19年７月に観光キャラク
ターとして登場。気仙沼の食の奥深さや観光をＰＲ
するため、市内はもちろん日本中で日々活躍してい
ます。

　気仙沼市魚市場は、世界三大漁場の一つである三
陸沖の漁場から毎日旬の魚介類が大漁に水揚げされ
ます。近海漁業のみならず、遠洋漁船の母港にも
なっており、カツオ・サンマ・メカジキ・サメなど
は全国屈指の水揚げを誇ります。
　「気仙沼のメカジキ」は水揚げ量が日本一で全国
の約72％のシェアを占めています。メカジキは、
地元では「メカ」と呼ばれ、刺身にしても、煮ても
焼いても美味しく、骨からも良い出汁が取れるた
め、捨てるところのない魚とも言われています。地
元でしか食べられない「メカしゃぶ」は絶品。
　気仙沼にお越しの際は、ぜひその味をお試しくだ
さい。

お問合せ先：気仙沼市観光協会　Tel.0226-22-4560

  気仙沼大島に架かる「大島大橋」

気仙沼市魚市場ライトアップ

  気仙沼でしか食べられない「メカしゃぶ」  気仙沼市観光キャラクター「海の子  ホヤぼーや」

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

宮城北部森林管理署
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　尾花沢市は、山形県の最北東に位置します。面積
は372.53平方キロメートル（県面積の約４％を占
める）で、短い日照時間と低温、多湿、多雪のた
め、春の融雪が遅く、農耕期間が短いのが尾花沢盆
地の特徴です。冬の季節風が月山や御所山等の稜線
にさえぎられ、雪を多く降らせるため、平野部でも
積雪量が2ｍに及ぶことがある、日本三雪地でもあ
ります。
　特産品は、夏の寒暖差が甘みを生む「尾花沢すい
か」、冬を二回乗り越えた肥育牛が生み出す、きめ
細やかなサシが特徴の「雪降り和牛尾花沢」、御所
山からの清冽な地下水が上質な味を生み出す「尾花
沢そば」が有名です。

　尾花沢市は、江戸時代、俳聖松尾芭蕉が門人曽良
を伴い、紅花商人であり俳人でもあった鈴木清風を
訪ね、奥の細道の道中でもっとも長く10日間逗留
した街です。尾花沢市と最上町との境にある「山刀
伐峠」は、芭蕉が最上から尾花沢へと峠越えをした
とされる場所で、奥の細道全行程2,400kmの中で

山形森林管理署

山形県尾花沢市
も最大の難関とも言われた峠です。現在は「歴史の
道」が整備され、芭蕉が歩いた峠道をたどりなが
ら、当時の芭蕉の気持ちに思いを馳せることができ
ます。
　尾花沢市といえば「銀山温泉」。古く16世紀に銀
鉱が発見され、江戸時代に栄えた銀山ですが、現在
は木造三層四層の旅館が軒を並べる温泉街として注
目を集めています。風格のある落ち着いた街並みに
は見どころも多く、四季を通じて人々が訪れます。

　また、花笠踊り発祥の地「徳良湖」は、四季折々
の風景やアクティビティを楽しめます。

【尾花沢市の観光情報はこちらから】 
○尾花沢市公式ホームページ 
http://www.city.obanazawa.yamagata.jp/ 
○尾花沢市観光物産協会 
http://www.obanazawa-kankou.jp/ 
○銀山温泉組合 
http://www.ginzanonsen.jp/ 

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

雪降り和牛尾花沢、尾花沢すいか、尾花沢そば

山刀伐峠

銀山温泉の夜景

春の徳良湖

お問合せ先：尾花沢市商工観光課　Tel.0237-22-1125
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